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 [授業の概要・目的]
海洋は全球規模の気候変動に重要な役割をもつ。本講義では、海洋深層循環の理解に必要な物理プ
ロセスについて解説する。また、海洋炭素循環・物質循環についても取り上げ、海洋深層循環との
関わりについても触れながら、それらの基礎知識について整理する。

 [到達目標]
気候変動における海洋の役割について理解するとともに、海洋大循環（とくに海洋深層循環）およ
び海洋炭素循環・海洋物質循環についての基礎的な知識を習得することを目指す。

 [授業計画と内容]
下記の項目についてそれぞれ２-３時間程度の講義を予定している。
１，イントロダクション
	授業全般についての概要を説明する
２，海洋大循環と気候
	気候モデルを用いた海洋大循環に関する研究や、氷期気候変動における海洋の役割などについて解
説する
３，海洋の循環（風成循環）
	海洋大循環を理解する上での基礎となる風成循環について解説する
４，海洋の循環（熱塩循環）
	海洋の熱塩循環について、風成循環とも比較しながら解説する
５，海洋炭素循環
	海洋の炭素循環に関わる化学過程・生物過程について解説する
６，海洋物質循環
	栄養塩やその他の海洋化学トレーサーをいくつか取り上げて解説する
キーワード： 気候変動、海洋深層循環、海洋炭素循環、海洋物質循環

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
レポートにより成績を評価する
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 [教科書]
使用しない

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
特になし。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


